
助役・収入役が空席の総社市�

　
　
限
ら
れ
た
財
源
、
こ
れ
を

　
　
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

知
恵
を
使
う
と
同
時
に
工
夫
を

し
、
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う

に
努
力
を
し
て
い
く
。
合
併
効

果
そ
の
も
の
が
、
一
定
の
効
果

と
し
て
見
え
て
く
る
こ
と
も
必

要
な
条
件
で
、
隗
よ
り
始
め
よ

と
、
そ
う
い
う
考
え
方
で
改
革

を
進
め
た
い
。
収
入
役
不
在

は
、
職
務
代
理
者
を
置
き
、
支

障
は
出
て
い
な
い
の
で
ご
安
心

い
た
だ
き
た
い
。�

助
役
・
収
入
役
不
在
に�

つ
い
て�

中
　
村
　
吉
　
男�

　
　
新
総
社
市
の
誕
生
に
伴�

　
　
い
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
対

処
し
て
い
く
大
切
な
時
期
に
、

他
市
よ
り
も
強
固
な
総
社
市
に

取
り
組
む
第
一
歩
で
早
期
に
体

制
を
整
え
る
べ
き
と
考
え
る
。

市
長
は
助
役
・
収
入
役
は
、
市

の
財
政
が
好
転
す
る
ま
で
は
当

分
の
間
置
か
な
い
と
表
明
し
て

い
る
が
、
い
ず
れ
の
時
点
に
好

転
す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

そ
れ
で
、
市
民
の
た
め
の
市
政

が
円
滑
に
運
営
で
き
る
の
か
。�

合
併
に
伴
う
重
要
な
問�

題
点
に
つ
い
て�

　
　
持
　
　
　
守�

　
　
新
設
対
等
合
併
と
は
い�

　
　
え
、
議
員
報
酬
、
議
員
の

任
期
の
延
長
な
ど
協
議
の
主
要

問
題
が
、
旧
総
社
市
の
主
導
で

進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
合
併
協

議
会
の
経
過
を
見
れ
ば
明
ら
か

で
あ
る
。
合
併
協
議
が
基
本
的

に
整
い
、
審
議
さ
れ
、
各
々
の

議
会
で
議
決
さ
れ
た
結
果
が
合

併
に
至
る
経
緯
だ
と
思
っ
て
い

る
。
新
市
に
お
い
て
大
切
な
の

は
、
議
会
も
市
民
も
合
併
し
た

相
手
を
尊
重
し
あ
い
、
誠
実
に

公
約
を
守
っ
て
信
頼
関
係
を
築

き
、
一
体
感
の
持
て
る
新
市
に

前
進
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
議
会
解
散
運
動
に
よ

っ
て
、
公
約
破
棄
、
合
併
協
定

を
覆
す
危
機
を
感
じ
る
。
仮
に

解
散
に
な
る
と
、
住
民
投
票
と

選
挙
費
用
が
七
千
万
円
と
聞
く

が
、
こ
れ
に
間
違
い
は
な
い
か
。

ま
た
、
国
体
の
時
期
に
解
散
が

起
き
る
こ
と
に
、
当
局
は
ど
う

思
っ
て
い
る
の
か
。�

　
　
合
併
に
至
る
経
緯
に
つ
い

　
　
て
は
、
事
務
調
整
は
部
会
、

首
長
会
で
、
小
委
員
会
で
の
対

応
や
議
会
特
別
委
員
会
で
の
審

議
あ
る
い
は
合
併
協
議
会
で
の

協
議
を
行
い
、
手
続
き
を
進
め
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、広
報
紙
に
よ

る
情
報
周
知
を
行
い
、
合
併
が

成
立
し
、
新
市
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
新
市
を
い
い
町
に
つ
く
り

上
げ
る
よ
う
努
力
し
た
い
が
、

解
散
と
な
っ
た
場
合
、
正
確
に

は
選
挙
経
費
五
千
万
円
、
そ
の

準
備
経
費
二
千
五
百
万
円
、
住

民
投
票
二
千
五
百
万
円
で
総
経

費
約
一
億
円
か
か
る
と
考
え
て

い
る
。
総
社
国
体
を
い
い
思
い

出
に
し
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
、
で
き
る
だ
け
支
障
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。�

合
併
に
伴
う
大
型
・
通�

常
事
業
に
つ
い
て�

　
　
厳
し
い
財
政
の
中
、
合
併

　
　
に
伴
う
大
型
の
特
例
債
事

業
が
多
く
計
画
さ
れ
て
い
る�

が
、
今
後
、
大
型
・
特
例
債
事

業
と
通
常
事
業
を
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
進
め
ら
れ
る
お
考

え
か
。
ま
た
、
合
併
特
例
債
を

使
う
事
業
は
、
執
行
部
と
議
会

で
事
業
、
財
政
等
を
調
査
研
究

す
る
た
め
特
別
委
員
会
等
を
設

置
し
、
特
に
研
究
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。�

　
　
合
併
特
例
債
は
、
十
年
と

　
　
限
ら
れ
て
い
る
の
で
市
民

ニ
ー
ズ
の
強
い
必
要
不
可
欠
な

事
業
に
有
効
活
用
し
、
財
政
負

担
を
最
小
限
に
留
め
使
用
し
た

い
。
大
型
、
通
常
事
業
は
、
慎

重
に
か
つ
細
心
に
し
て
大
胆
に

判
断
し
十
分
検
討
し
進
め
た
い
。

特
別
委
員
会
の
設
置
は
、
見
解

の
相
違
が
あ
る
よ
う
で
、
即
に

費
用
対
効
果
を
正
確
に
検
証
し

慎
重
に
検
討
し
て
か
ら
、
議
会

へ
提
案
し
て
い
る
の
で
ご
理
解

を
賜
り
た
い
。�

指
名
業
者
の
選
定
に
つ�

い
て�

江
　
口
　
　
　
實�

　
　
旧
山
手
村
、
旧
清
音
村
で

　
　
は
、
村
外
例
え
ば
倉
敷
市
、

真
備
町
の
業
者
は
指
名
業
者
に

入
っ
て
い
る
が
、
総
社
市
の
業�
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